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古病理学の研究小史

Moodie,R.L.1923およびTasnadi-Kubacska,A.1962の総合的研究の紹介

大森昌衛*’ 佐俣哲郎*2

はじめに

大森（1972)零3はさきに古病理学の研究史の概要を

紹介したが， ここでは改めてそのなかの二つの重要な

文献の内容を紹介しておく。

化石病理学または古病理学(Palaeopathology,

Palaeopathologie)の研究は, XVIII世紀にさかのぼ

る。アメリカのイリノイ大学の脊椎動物古生物学者

Moodie,R､L. (1923)はその大著「Palaeopathology

-AnlntroductiontotheStudyofAncientEvidence

ofDisease」のなかで，化石の病理学的現象を記した

文献史を表lのようにまとめている。古病理学という

言葉は，彼が過去の動物や人類とくに中世以前のイン

デイアンの人骨や歯について，病理学の知識を用いて

研究したおりに使用したのが初めである。

彼はまた化石の病理学的記録を先カンブリア時代に

までさかのぼって調査して，その記録はきわめて多く

の生物種に及び，地質時代における分布はオルドビス

紀にさかのぼるとしている。とくに寄生生物による病

理学的記録の化石は， カンブリア紀にさかのぼるとし

ていることが注目される。

ドイツの古生物学の泰斗であるAbel,0.が「Vor-

zeitlichLebenSspuren(1935)」のなかで，奇形や病理

学的化石を生痕化石として報告している。化石の病理

学的記録を記した文献のなかでは,Abnormitaten(異

状),Anomalien(変態),Teratologien(奇形),Prob.

lematica (問題種）などの名称で扱われている。

ハンガリーの古生物学者TasnadiKubacska,A.

(1962）は医学者AkosPallaの監修した病理学シリー

ズのなかで, 300編におよぶ古病理学の文献によって，

研究をまとめている。彼はその序文のなかでウハンガリー

科学アカデミー医学史委員会(委員長;Haranghy, L.)

によって，古病理学の研究史が体系化されたことを記

している。

ここではとくに，古病理学についての二つの大著

Moodie,R.L・(1923)とTasnadi-Kubacska,A. (1962)

の内容目次を紹介しておく。後者について北海道大学

に所蔵されることを調査され，借用の労をとられた麻

布大学図書館ならびに司書課の藤井摩遊美氏に感謝す

る。

(I] Moodie,RoyLeeの(1923)の大著(Univof

IllinoiPress, 1923, pp.567,49図91(図版)の目次

序文

図および図版の一覧表

序章．．…古病理学の定義と研究範囲｡古生物学的証拠，

本書で使用している病気の定義,化石植物に見られ

る病気の証拠,古生代初期の動物に見られる病気感

染に対する見掛けの免疫,再生,現生無脊椎動物にお

ける免疫,病気の起源,地質時代における病気の増大，

地質学的記録一覧表,図1～4および図版I～Ⅶとそ

れらの説明

第一章･…･･古病理学の発展

過去の病気についての研究の歴史的記録,古病理学

を扱った文献の表示,過去の病気の性質,病気のある

型の永続性,地質年代の測定,図5～7および図版V111

～Xとそれらの説明

第二章･…･･病気の起源

古代の病気に関する学説,病気の地質時代における

始まり,地質学的記録全体の表示,古生代の動物に見

られる共生による被害,初期の魚類･両生類および爬

虫類の病理学

第三章……EdwardW.Berry(JohnHopkinsUniv.)

による植物化石に見られる病理学的条件

まえがき，絶滅寄生，化骨と損傷，菌類化石，（

MasaeOmori&TetsuroSamata:ShortHistoryofPalaeopathologywiththelntroductionof

TwoComprehensiveWorksbyMoodie,R.L. (1923)&Tasnadi-Kubacska,A. (1962)

*1元麻布大学教養部東京都練馬区石神井台3-32-5

*2麻布大学環境保健学部〒229相模原淵野辺1-17-71

*3大森昌衛（1972） ：現代の古生物学－4，化石の概念の拡張，科学の実験, 28-4, pp.70-76,共立出版
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表1 1774～1921における古病理学の文献Moodie,R.L. (1923)
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表2 中生代における古病理学的化石の記録

Moodie,R.L. (1923)
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クテリアの活動，点状菌，昆虫の活動，奇形学，図

版XI～XIⅡの説明

第四章･…･脊椎動物の化石における化骨と破損，最古

の破損，ペルム紀の破損についての組織学， トリア

ス紀の破損，恐竜類におる破損と化骨，早期および

更新世I1甫乳類における破損，アメリカBisonにおけ

る破損，図8～10および図版XIV～XXVIの説明

第五章･･ ･ ･早期の脊椎動物に見られる変形している関

節炎

恐竜における関節損傷および脊椎炎による変形，血

球の化石化,〃りMSα"7沁における関節炎,現生脊椎

動物における骨髄炎,〃ひs［zs""WSにおける多重関節

炎，関節損傷をともなった白亜紀の骨膜炎，脊椎炎

による変形史，始新世哺乳類･中新世Crocodile･鮮

新世ラクダおよび更新世哺乳類に見られる脊椎炎に

よる変形，図11～18および図版XXⅧ～XLIIIの説

明

第六章……化石脊椎動物に見られるカリエス・胞状骨

炎

ペルム紀脊椎動物に見られるカリエス，絶滅した爬

虫類および哺乳類に見られる歯の撹乱，マストドン

象に見られる膿傷と歯のカリエス，アフリカのゴリ

ラに見られる顎間骨損傷，図19～22および図版XL

IV～XLVIの説明

第七章……化石脊椎動物に見られる慢性感染･･ ･･ ・

ペルム紀における骨髄炎，恐竜類における壊死症と

過骨症,"bs"s""那における大きな壊死洞,早期の

犬に見られる対称的な破損，中生代の病理学（表2

参照)，化石サイにおける放線菌腫,古代動物に見ら

れる過骨症または骨肥厚症(巨人症)，始新世の食肉

類に見られる骨軟化症，更新世哺乳類にみられる外

傷および他の病理学的事象，化石脊椎動物における

骨格異常，図23～25および図版XLVII～LVIIIの説明

第八章．．…化石動物における寄生

寄生の起源，化石動物における共生，石炭紀の海百

合類における寄生，古病理学の理論的状況，更新世

の寄生生物の一例

第九章……過去の地質時代における細菌学

最古の細菌（この時点ではWalcott, 1914による

Algonkianのものとしている),デボン紀の細菌と

糸状体，石炭の細菌と他の化石細菌,AutunSchist

の糞石，糞石の細菌，ムシ歯を作る細菌に似た化石

細菌，アメリカのペルム紀産のバクテリア，アメリ

カのペルム紀産の糞石の顕微鏡観察，図26および図

版LIX～LXVの説明

第十章…･･･化石脊椎動物に見られる反弓緊張および類

似の現象

反弓緊張の頻度，翼竜類に見られる反弓緊張，古代

の鳥類および恐竜類における反弓緊張状態，側肩緊

張，化石魚類に見られる現象，人類に見られる反弓

緊張，病気の表現としての現象，摘要，図27および

図版LXⅥ～LXVIIIの説明

第十一章……人種の絶滅

絶滅の一要因としての病気，人種の絶滅における骨

格の病気の影響，アメリカMastodonの病理

第一'一二章……早期の人種の病理学

""e"邦娩7""sの病理的大腿骨,旧石器時代の人間

の病理学，新石器時代の損害，古代の人間に見られ

る梅毒の証拠，先史時代の管椎術，新石器時代およ

びその後の原始的人間に見られる頭蓋骨の損傷の原

因としての焼灼の使用，原始民族の間に見られる指

の切断，図28～35および図版LXIX～LXXmの説

明

第十三章……古代エジプト人の病気

MarkArmandRuffer卿の生体図，古代エジプト

人の病気，エジプト王の年代表， イスラエルのファ

ラオの大動脈に見られる動脈硬化，初期のエジプト

人に見られる他の動脈傷害，エジプト人のミイラに

ついての組織学的研究，萢瘡に似た発疹，膀胱結石，

住血吸虫症の初期の証拠，古代エジフ・トにおける恂

僅病，虫垂炎，頭蓋骨の対称的な骨孔症，内臓脱出

症，初期のエジプトにおける水頭症，腰筋膿腫，骨

盤の骨肉症，初期のエジプト人に見られる骨損害，

灰白髄炎,エジプトにおける管椎術と梅毒,図36～41

および図版LXIV～LXXXVIIの説明

第一'一四章……北米の先コロンビア系インディアンの間

に見られる病気

アメリカのアボリジンの間に見られる病理の記録，

外科学の知識，図42～45および図版LXXXVⅢ～X

CVIIの説明

第十五章･…･古代ペルー人の病気

古代の水がめに描写された皮膚粘膜レーンュマニア

症，南米における管椎術，歯の病気，図46～49およ

び図版XCVlll～CXVIIの説明

末尾に140編の文献があげられている。

(I1] Tasnadi-Kubacska, A. (1962) : Palaeopath.

oIogie(pp399, 293figs.VebGustavFischer

Verlag, Jena)の目次紹介

序言

I 無脊椎動物の古病理学

研究史

(1)絶滅した病原菌

(2)有孔虫の古病理学

原生動物の生息中の傷害

正常な原形質と病的な原形質
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損傷と奇形

有孔虫の殻体中の封入物

老化による変化

有孔虫の寄生虫

(3)ハンガリーの古代サンゴ類の病理学的研究

(4)蠕虫

(5)古病理学の対象としての昆虫類

(6)二枚貝と巻貝の古病理学

殻の破壊と損傷

真珠の形成・

巻貝の二重接合

軟体動物の異常な傷害

軟体動物の再生殻体の装飾の系統的変化

変形成長を示す厚歯二枚貝

外傷性の原因ではない病気

(7)頭足類の古病理学

アンモナイト

気室の再生

ベレムナイト

(8)腕足類の古病理学

(9)鰊皮動物の古病理学

ウミユリとその寄生虫（蠕虫と巻貝）

星形動物

ウニと外敵による攻撃の痕跡，死亡したウニに見ら

れる寄生虫の痕跡，異常な殻体部位

II脊椎動物の古病理学

研究史

骨折

(1)概説

生物に致命的な影響を及ぼした外傷性の骨折を，化

石の記録からどのようにして確認するか

大量絶滅に伴う病理学的な骨折

地史的な過去における骨折の治癒

既知の最古の骨折

(2)古病理学的な解剖学と生物学

咀聴によって消耗した歯の摩耗

古代の爬虫類の歯の損傷

栄養の変化と老化に関連する歯の損傷

頭蓋骨と上・下顎骨の損傷

鯨類の頭蓋の傷害

化石魚類の頭蓋の傷害

ホラアナグマの頭蓋の傷害と，古代人の右利きにつ

いての疑問

脊柱・肋骨・胸骨の骨折

古代人の狩猟に伴う脊柱の骨折

盤竜類の最古の有名な鰊突起の骨折と再生

地史的な過去における肋骨と胸骨の骨折

水生爬虫類と哺乳類の肋骨の骨折

鳥類の叉骨の骨折

骨盤の骨折

絶滅した鳥類の肢骨の骨折

中手骨・中足骨・指骨の骨折

陰茎骨の骨折

(3)頭蓋と肢骨の傷害の系統的意義

炎症

(1)歯の炎症と顎の病気

(2)脊柱の病気

研究史

更新世の肉食獣の脊柱の病気

先更新世の病的な椎骨

(3)古代の脊椎動物の肢骨の関節の病気の痕跡

絶滅動物の恂僅病的な病変

末尾に300編の参考文献力:挙げられている。

あとがき

古病理学は医学の進歩に並行して，人類学の分野で

多くの知識が集積されてきた。古生物学にあっては，

顕微鏡の開発によって微化石や，化石の微細構造の研

究の進歩によって，新しい分科を形成するようになっ

た。とくに，細菌の化石の発見による古細菌学

(Palaeobacteriology)の興隆は，古生物における共生

や寄生の事実の認識によって，化石における病理学的

事象の原因や機構の解明に大きく前進している。

Abel,O. (1935)は，化石の病理学的記録をすべて

｢Lebenssplren｣に含めている。大森はその意味でも生

痕化石(tracefossil)は生活化石と訳したほうが，内

容に即していると考えている。

また，化石の硬組織にみられる病理学的事象の組織

学的研究は，硬組織形成機構の解明に間接に寄与し，

古生物の整理や生態の復元のための貴重な情報を提供

する。これらの情報を総合して，古生物の絶滅の原因

解明に役立てることもできる。恐竜の卵殻構造に見ら

れる異常によって，排卵の古生理を復元し恐竜絶滅の

原因についての一学説を提起しているのは，その例で

ある。

ともあれ古病理学の今後の発展に期待するところは

大きいし， ここに紹介した文献はそのための重要な礎

石となろう。
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